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秋田県・高知県の中小企業がベトナムの防災技術向上を目指す

― ベトナムの行政官３名が来日、“日本の斜面災害予防の取組み”を学ぶ―

※「斜面災害予防ソリューション」は、予防対策としての①斜面診断、②早期警戒システム、③応急対策の３要素で構成される。

斜面災害の危険度を高精度、低コストかつ速やかに診断可能。

日時 場所 内容

10 月 24 日（月）10：30～12:00 秋田県横手市 秋田県内の地すべり箇所における視

察および斜面災害予防ソリューション

の説明。

10 月 26 日（水）10：30～12:00 静岡県静岡市 国内有数の大規模地すべりである由

比地すべりの視察。

※取材をご希望の場合は、下記問い合わせ先にご連絡ください。

【本件に関する問い合わせ先】

JICA東北 市民参加協力課 担当：吉岡

TEL:022-223-4772  FAX:022-227-3090

e-mail：thicjpp@jica.go.jp

■ 奥山ボーリング株式会社（秋田県横手市）と株式会社オサシ・テクノス（高知県高知市）は、2019 年 8

月に JICA（国際協力機構）の中小企業・SDGs ビジネス支援事業に採択され、地すべり等の斜面災害対策

が課題となっているベトナムで「斜面災害予防ソリューションに関する案件化調査」を実施しています。

特に被害の多いベトナムの北部地域で、現地適合性調査等に取組んでいます。

■ 案件化調査の活動の一環として、2022 年 10 月 23 日（日）～10月 28 日（金）、ベトナム農業農村開発省

防災総局の行政官など3名を日本に招聘し、日本の地すべり対策や技術、自治体による予防対策の取組み

等について理解を深める機会を提供します。

■ 奥山ボーリングとオサシ・テクノスは、「斜面災害予防ソリューション」の展開により、ベトナムにおけ

る斜面災害による人的・経済的損失を減らし、防災技術を向上すること等を目指しています。ぜひ同社の

取組みにご注目ください。

～本ビジネスが達成に貢献する SDGs～

１．本邦受入活動概要

期 間    2022 年 10 月 23 日（日）～10 月 28 日（金）

目 的   斜面災害予防ソリューションの有用性について理解促進を図る

対象者    ベトナム農業農村開発省防災総局の行政官など 3 名

場 所    秋田県、静岡県、東京都

2．取材可能日時

地すべり応急対策（斜面排水）の様子


